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はじめに：軍事⼒の意味とは？
• 国家、政権の最重要かつ最後の⽀え

「政権は銃⼝からうまれる」（⽑沢東）

国家が危機に瀕したとき、軍事⼒が崩壊する
ことは外交交渉の余地を消し去る
→1939年〜40年の冬戦争（ソ連がフィンランド
に侵攻）時のフィンランドの例（次⾴）
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「嵐の中の北欧」 武⽥⿓夫著：中公⽂庫

（1940年2⽉）フィンランド軍総司令官マンネル
ハイム元帥は、絶望的な戦場から「休戦は⾄上
命令であり、今やクレムリンと妥協に達するた
めに政府があらゆる努⼒を⾏なわなければなら
ない時期である」ことを進⾔する。マンネルハ
イムは「国軍はまだ敗北していない。この間に
休戦・和平の交渉を急がねばならない。軍事的
崩壊が起こったときには、もはや交渉の最後の
機会は失われる」という意⾒であった。
（同書P24）
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1．国内防衛産業はなぜ必要か
• ⽇本の防衛⼒（軍事⼒）を⽀える柱！

• 「防衛⽣産・技術基盤戦略」（H26（2014）6⽉防衛省）
（1）安全保障の主体性の確保
（2）抑⽌⼒向上への潜在的な寄与及びバーゲニング・

パワーの維持・向上
（3）先端技術による国内産業⾼度化への寄与

・しかし、その規模は必ずしも⼤きくない。（次⾴）
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（防衛省資料）
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2．海外防衛産業との⽐較（防衛省資料）
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3 （防衛省資料）
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3
3 （防衛省資料）
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４．国産装備品と海外装備品①

国産 海外輸⼊品
開発の遅延、⼤量の改善項⽬に
より量産単価が跳ね上がるかも
しれない

開発分担⾦があるかもしれない。次年度からは価格が
跳ね上がるかもしれない。

改修はすべて⽬の⽟の⾶び出るスペシャル別料⾦かも
しれない。

⽣産再開の場合は初度費がスペシャルだ。

海外でしかできない整備が多く不稼働期間が⻑くなら
ないか。

整備発注にはインターネット⼊⼒が必要かも。

装備稼働中に補⽤品の⽣産中⽌、サポート中⽌がある
かもしれない。

開発から⽤途廃⽌されるまでの何⼗年もの間、とことん責任を持って対応しようと、国
内企業が⾒せてくれる「⽇本のために」という崇⾼な”理念”や”精神”の違いはとてつも
なく⼤きい。

「あくまで個⼈の感想・意⾒です・・・。」

⽥川信好陸⾃開発実験団評価科⻑（防衛技術ジャーナル2020年8⽉号より）
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４．国産装備品と海外装備品②
⽥川⽒の記事に清⾕信⼀⽒が批判（Japan In‐depth 2020.8.17配信）
「陸⾃開発実験団評価科⻑の尊皇攘夷」

筆者による要約
・ 評価科⻑の「国産上げ、輸⼊品下げ」論⽂に疑問。
・ ⾃衛隊の調達能⼒⽋如を輸⼊品に責任転嫁。
・ 「滅私奉公」求める旧軍同様の精神主義で国内企業の撤退加速
以下、深⼭が要約すると・・・
・ 価格⾼騰の真因は調達数、調達期間、総予算を⽰さない調達⽅式
・ AH64D訴訟もこれが原因
・ 海外輸⼊品も交渉次第で改修可能。イスラエルを⾒よ。
・ 製品、或いは補⽤品を⼩ロットずつ取り寄せることも価格⾼騰の原因
・ 防衛省・⾃衛隊の調達関係者は海外を⾒ず、世界の常識を知らない。
・ 国内企業に「滅私奉公」を求めるから過⼤請求が⽣まれた。
・ 海⾃イージスシステム導⼊時や最近のFMS交渉では成果もある。
・ せめて諸外国軍隊並みの（調達についての）能⼒をもって欲しい。
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４．国産装備品と海外装備品③
• ⽥川⽒の⾒解には⼤いに同意
• ⼀⽅、清川⽒の批判にも聞くべきものあり
• 海外との交渉能⼒：質量共に強化を続ける必要
• 官⺠⼀体となった能⼒向上が必要：イスラエル

の交渉能⼒の背景には⽶国への⾷い込みあり
• 防衛省⾃衛隊の「予算・業計第⼀主義」国の

「単年度予算主義」の弊害：10年の国庫債務負
担⾏為が認められる、初度費別出しなど改善も。
しかし、⼈的にはどうだろう？
• 海外交渉能⼒を⾼めても、よりユーザーフレン

ドリーなのは国内企業では？
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• ⼈的陣容の課題
○FMS・・・ワシントンの⼈員の差

⽇本：数⼈ 豪州：数⼗⼈
○予算業計中⼼主義を改善する必要
→必要な⼈的資源を調達交渉に割いているか？
→戦前の参謀本部幕僚と現場部隊の⽭盾を彷彿
→⾃分⾃⾝も「予算業計屋」であったことを痛感
○官⺠共に調達交渉能⼒拡⼤のためにチャレンジ
精神と⼈的投資、本省・本社の強い関⼼が必要

４．国産装備品と海外装備品④
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• 防衛産業を巡る最⼤の課題？
・ サイバー攻撃の巧妙化
・ 情報流出への懸念

• ある⽶国⾼官の⾔葉
「我々は情報を守るため、フロントドア、バックド
ア、サイドドアをすべて閉めなければいけない。」

フロンドドア・・・⽶国防衛産業/政府機関からの漏洩
バックドア・・・・⼤学の研究室から留学⽣経由の漏洩
サイドドア・・・・同盟国/友好国経由の漏洩

５．情報保全①
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５．情報保全②
これは防衛産業だけの問題ではない！
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５．情報保全③
しかし、防衛産業は狙われている・・・

（前掲⽇本経済新聞記事より）
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５．情報保全④
• ２０２１年度から防衛省が新しい情報セキュリ

ティー基準を採⽤予定
• ⽶国の⾮政府機関向けのNIST SP800‐171準拠

• 企業は負担が⽣じるが現代の情報環境ではやむ
を得ない？
• しかし、負担が重ければ防衛省などとよく協議

すべき。
• 財務省や政治への働きかけも必要ではないか。
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６．防衛装備移転・・・⼀歩前進！

2014年（平成26年）4⽉に防衛装備の海外移転に関して、武器
輸出三原則などに代わる新たな原則として、「防衛装備移転三
原則」及びその運⽤指針を策定し、防衛装備の海外移転にかか
る具体的な基準や⼿続、⻭⽌めについて明確化した。

（令和元年度 防衛⽩書）

⼀定の装備品（救難、輸送、警戒、監視及び掃海に関するも
の）につき、協⼒国に輸出が可能になるなど変化
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６.防衛装備移転②
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６．防衛装備移転③
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ついに、フィリピンへのレーダー輸出、合意！

（2020.8.29 各紙）



6．防衛装備移転④
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フィリピン側プレスリリース（抜粋）



６．防衛装備移転⑤
・困難な道、しかし粘り強い折衝が道を拓
いた。
・防衛省担当官と三菱電機関係者に敬意。
・他の事業も含めた国と国の関係が重要。

・こうした経験を踏まえ、官・⺠ともに進
歩して⾏かねばならない。
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７．これから⾏ないたいこと
まずは元気を出しましょう！ そして・・・
• 防衛産業は重要な防衛基盤→リピュテーション

リスクと闘おう！
• ⽇本流防衛産業再編の道を模索しよう！
• 国産装備品と国産サービスを確保しよう！
• 海外企業との交渉に勝てる要員を養成しよう！
• 情報保全の強化に官⺠連携で取り組もう！
• 装備移転にﾁｬﾚﾝｼﾞして世界標準に近づこう！
• 防衛装備に関わる者の能⼒アップと⼠気⾼揚を

図ろう！
• 防衛装備庁の強化と活性化を図ろう！
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